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表 1  調査と実践の関係（The relationship between research and practice） 
実践                        調査 
関係を結ぶ                     参加型手法の採用 
自分たちにとっての挑戦を明らかにする        問を立てる 
方向性を決める                   問を発展させる 
その人の強いところを見つける（情報収集）      データ収集，サンプリング，デザイン 
資源の可能性を分析する（アセスメント）       データをまとめ，分析する 
解決方法の枠組みを決める（目標設定と計画）     結果を書く 
資源を活発化させ，関係をつくり，可能性を広げる   調査結果を活用する 
成功したことを認めて得たことを採り入れる      調査を評価する 































































































































































めるための説明や指導についてはおろそかになってしまった。第 2 に、2 年間というプロジェクト











表 2 サービスラーニングの6つのモデル              
1 純粋なSL ‘pure’SL 学生をｺﾐｭﾆﾃｨでの奉仕に送りだすコース。コースが目指すのは学生によるｺﾐｭﾆﾃｨへの奉仕，
ボランティア，市民活動の理解であり，多くは特定の学問領域に組み込まれていない      
2 学問分野ベースの SL Discipline-based service-learning このモデルでは，学生は学期を通したコミュニティ
での活動と，経験の定期的な振り返りが求められる。クラスで学んだことが分析と理解の基礎となる。 
3 問題解決型SL  Problem-based service-learning このモデルでは，学生（チーム）は自分たちを「クライエン
ト」のために働く「コンサルタント」と位置づける。学生はよくあるｺﾐｭﾆﾃｨの問題やニーズを理解するため，ｺﾐｭﾆﾃｨ
メンバーと活動する。このモデルでは問題解決に必要な知識の獲得を想定する。 
4 最高レベルのSL  Capstone courses このコースはもっぱら最終年度に実施される。学生は専攻，副専攻を通じ
て学んだ知識を活用しｺﾐｭﾆﾃｨでの奉仕活動に関連付けることが求められる。最終目標は新たな課題の発見または専門
領域に関する知識の総合化である。 
5 サービスインターンシップ Service internships インターンシップとの共通点は週10～20時間のｺﾐｭﾆﾃｨでの活
動であり，異なる点は新たな経験を専門知識に基づき分析することと，ｺﾐｭﾆﾃｨと学生の「互恵性」への焦点化である 
6 アクションリサーチ型 SL  Undergraduate community-based action research 比較的新たなアプローチであり，
ｺﾐｭﾆﾃｨでの活動に十分経験をつんだ学生が行う学習のオプション。小規模のクラスや学生グループにも適している。
このモデルでは，ｺﾐｭﾆﾃｨの代弁者として活動しながら調査手法を学ぶため，学生は教員と密接にかかわりをもつ。 
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The purpose of this study was to examine issues related to service learning, an educational method that 
has gained much attention in recent years, for implementation in the curriculum. Based on experiences gained 
from an experimental participation of social work students in the project, I critically examined the results from 
the viewpoints of learning outcome, reflection and participation. The results were as follows: 1) With regard to 
the acquisition of generic skills and the deepening of knowledge in the discipline, which were expected to 
increase as a learning outcome, results were diverse and unfocused as a result of the prolonged period of the 
project (2 years) and diversity of the goals over multiple programs; 2) Adapting participatory action research, 
student reflection involved ‘doing’ in addition to ‘discussing’ and ‘writing.’ ‘Reading’ is effective especially for 
deepening knowledge in the discipline and area which showed little improvement; and 3) Rates of student 
participation were different among groups depending on program content, period, times, etc. Quality and 
quantity of participation vary according to student motivation and support for the program. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
